
●
  厚労省が4月27日専門家でつくる分科会で3回目接種

から5か月たった人に4回目の接種を行うことを決めたと

の報道がありました。接種対象者は現時点では、60歳

以上の者及び18歳以上60歳未満の基礎疾患を有する

者その他新型コロナウイルス感染症にかかった場合の

重症化リスクが高いと医師が認めた者になってます。

　伊豆の国市では、4回目の接種券の発送を5月下旬から

6月上旬に行う予定で準備を進めております。

詳細については、随時更新されます市ホームページにて

ご確認ください。⇒

https://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/shingata

koronakanrenjoho.html
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You Tube シナリオ作成他

　４月14日(木)のぞみ幼稚園×花咲く推進協議会×トヨタユナイ

テッド静岡(株)で花壇づくりが行われました。

　年長児25人と花咲く推進協の会員10名と店舗スタッフが参

加し、マーガレットを中心とした花をプランターや花壇に３００株

植えました。

　トヨタユナイテッド静岡(株)伊豆の国店は、コミュニティー基地

を目指していて、今回の取組みもその一つ。今後も店舗スペース

の貸し出しなど地域づくりに協力してくださるとのことです。

　やさしく見守りながら花の植え方を教える会員と、一生懸命話

を聞きながら手袋を汚し花壇を作っていく園児の姿にあたたか

な空間が出来ていました。店舗前を通った際にはぜひ足を止

め、花壇に目を向けてみてください。

0558-76-8010

新型コロナウィルスワクチン接種に関する情報

内容

１７

24

月

対象者の選定

対象者の支援方針・内容の検討

大仁庁舎

第1会議室

自主勉強会

内容

木

相談センター

参加 歓迎

火

15:30

不可

歓迎

内容 参加

大仁庁舎

第１会議室
認知症初期集中支援チーム員会議

木 各地域包括の事業計画について

相談センター

火

木

自立支援・介護予防の観点を踏まえた個別会

議による検討。

参加

15:00

不可

相談センター

在宅医療・介護連携推進会議

055-949-5818

地域包括支援センター定例
会12:00

相談センター

JTC会議
（自立支援地域ケア個別会議）

大仁庁舎

第1会議室

13:30

15:00

福祉用具事業所による福祉用具の紹介

近況報告、おしゃべりによるピアカウンセリング

介護の会 韮山福祉・

保健センター

0558-76-8010

大仁庁舎

第１会議室

参加

10:00

0558-76-801016:30

相談センター

内容

13:30

内容

0558-76-8010

大仁庁舎

第3会議室

社会福祉協議会

内容 参加

参加

不可

令和3年～5年度の取組について
在宅医療に関する部会活動の計画

0558-76-8010

資料入手可

内容 事例検討(支援計画の検討） 参加 不可

12
16:00

相談支援事業所部会
大仁庁舎

第３会議室

障がい福祉課

17:00 0558-76-8007

木 内容 地域課題の検討 参加 不可

26
16:00

相談支援事業所部会
大仁庁舎

第3会議室

障がい福祉課

17:00 0558-76-8007

木

共有ツール

伊豆の国市から、医療・福祉・介護に携わる皆様と共有したい情報を発信します。

R4.5.1発行
静岡県伊豆の国市役所 福祉事務所

福祉こども相談センター

電話：0558－76－8010

COVID-19感染症拡大防止のため、急きょ、中止や延期となる可能性もあります。

各種会議等の開催については、各主催者にお問い合わせ下さい。

今月の１枚

花壇づくりで世代間交流！



　昨年度の活動を振り返りながら令和４年度の事業計画を確認しました。

　第１層協議体では引き続き生活支援(移動支援)について検討し、5月11日

にはボランティア意向のある方々と社会福祉法人寿光会の車両を借り受け、

ルートの確認をする予定です。また、県の壮年熟期活躍プロジェクトを活用

し市の課題を考えるワークショップを考えています。

　第２層協議体では各包括と第２層SCが協力しながら各圏域の課題に取り

組みます。長岡地区ではマンション管理者との意見交換会、大仁地区では安

心して住み続けられる浮橋地区のまちづくり、韮山地区では新たな居場所や

サロンの話が出ていました。

　また民生委員とケアマネージャーの連携についても個人情報のことも踏ま

えながらも、検討していければという話が出ました。

担当 野口・公野

　連絡会開催前に、訪問型サービスC事業について事例紹介の講義を受

けました。支援に入った専門職（作業療法士、理学療法士、歯科衛生

士、管理栄養士）からそれぞれ事例の発表を受け、事業効果の認識を

深めました。積極的に本サービスを利用していただくことによって、

症例も増え、また、事業評価を行っていくことでよりよい事業になっ

ていきます。

　主任介護支援専門員連絡会は、今年度は20名の参画がありました。

今年度の活動は、昨年度に提案のあった事業所マップの作成になりま

した。さらに、来年度の活動についても検討をしました。次回、更に

具体的な内容について検討していきます。

担当

認知症地域支援推進員

認知症初期集中支援チーム員

　認知症地域支援推進員連絡会では、昨年度の活動を振り返
り、今年度の活動について検討しました。認知症カフェ、認
知症キャラバンメイト・サポーター養成講座等、認知症の人
が自分らしく暮らし続けることのできる社会の実現を目指し
て活動していきます。
　認知症初期集中支援ケース検討では、現在の支援の進捗報
告と、今後の支援方法について検討しました。
引き続き支援をしていきます。

名9

内容

参加者

会議名 主任介護支援専門員連絡会

場　所 大仁庁舎　第1,2会議室

参加者 14 名
市内の主任ケアマネジャー、
相談センター職員

内容
訪問型サービスC事例紹介

今年度の事業計画

日　時

令和４年度認知症地域支援推進員の活動につい
て、認知症初期集中支援ケース検討

会議名 第１回　第１層協議体活動

担当

私とまちづくり

医師、歯科医師、薬剤師、リハ職、看護師、医療機関の相談員、

訪問看護師、救急隊、ケアマネジャー、デイサービススタッフ、

グループホームスタッフ、看護大学生、看護学校教諭、など

　清水医師より勉強会の趣旨等の説明と前回発表者の訪問看護ひまわりさん

とひなたぼっこデイさんより経過報告がされた後、ひっと居宅介護支援セン

ターの倉田一秀さんによる「認知症の人とその家族が活き活きと暮らせるま

ちづくりのため、わたしにできること。～“まちがえてもいい音楽団”を作

りたい！」の発表がありました。グループディスカッションは、「認知症の

症状を改善させたあれこれ・そのアイデア」「家族の支えになった/気持ち

を支えた/前向きになったあれこれ・そのアイデア」をテーマにディスカッ

ションを行っていただきました。次回は、6月20日（月）19:00からです。

テーマについては変えず、私/私の職場/私の職種による「まちづくり」の取

り組みです。

今回から市側のホストは、相談センターの沖出、海野、佐藤が担当します。

沖出

参加者
端
末

内容

86

会議名

日　時

海野

内容

日　時 大仁庁舎　第1会議室

会議名 認知症初期集中支援チーム員会議他2会議

2022/4/19 場　所

令和４年度事業計画について

参加者 12 名

韮山福祉・保健センター

住民主体サービス実施者、民生委員、診療所医

師、包括職員、第１層SC、第２層SC、行政

場　所 日　時 2022/4/26

2022/4/18 場　所

医療と福祉の勉強会

Zoomミーティング

/大仁庁舎2階会議室

2022/4/26

担当 佐藤

知的障害

4/2は国連で定められた「世界自閉症啓発デー」です。いやし・希望・おだやかを表す「青」をシンボルカラーにして、

世界各国でイベントやライトアップなどが行われていました。 また、日本では4/2～4/8までの1週間を「発達障害者啓発週

週間」とし、自閉症をはじめ、発達障害についての正しい理解が進むよう啓発活動も行われました。

学習障害

・コミュニケーションの障害

・対人関係、社会性の障害

・パターン化した行動、興味・関心の偏り

※アスペルガー障害は知的障害はない

【発達障害とは・・・】

それぞれの総称として呼ばれています。各障害の特徴は

図のような関係となっています。

自閉症等の発達障害に対する理解が社会全体で深まり、本人や保護者の方々の気持ちに寄り添った

支援を考え、障がいの有無に限らず誰もがその能力を発揮し、構成社会の一員として生活できる社会に

していきたいですね。

広汎性発達障害

・自閉症 ・アスペルガー障害

・トゥレット症候群（チック症状）

注意欠陥多動性障害

（ADHD）

・不注意 ・多動 ・多弁

・衝動性


